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楯岡 5, 10 6 斎
市
東根 3, 8 6 斎
市
もと12斎市






左沢 4, 9 6 斎
市

























寛文年間 2, 6, 9 の 9 斎
市



































































































































































































4,722 4,119 7,238 2,920 5,422
戸数 415 323 608 407 395


































































鍛治 1 1 1
大工 6 1 3 4 3
紺屋 3 1 染屋3 3
桶屋 2 2 2 2
木挽 2 2
畳屋 2





寺 (13) 6 4





座頭 2 1 11 2
医師 4 3 2 4 2
道心 5 8 10
ごぜ4
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より鈴木へだしたもので、この文面には、臨時の御用金があった場
合も、敷金の割合で両者がだすこと、「江戸表諸事造用入目銀」は
すべて江戸から尾花沢へ支払い、御屋敷から受取る利足および運賃
の出目は、蔵元敷金高に応じて別け合うことなどを書き上げたもの
である。以下断りのない史料は、すべて尾花沢、鈴木八右衛門家文
書である。
(28)　鈴木家文書、享保六年七月八日「借用申金子之事」。
(29)　鈴木家文書、史料1以下の史料はすべて同じ。
(30)　鈴木家文書、「預り申塩代金之事」。
(31)　鈴木家文書、享保三年十二月「請取申金子之事」。
(32)　拙著、前掲書、一○一頁、第九表。
(33)　鈴木家文書、宝永二年十二月二十三日「売渡シ申舟之事」。
(34)　拙著、前掲書、第二章第一節一。
(35)　鈴木八右衛門（道祐・俳号清風）は六一歳で隠居したが、その正
徳元年十二月、長子八右衛門（八一改め）に対し、「譲り状之事」
を残した。これは、次男八次郎のほか四人への財産分与と、家訓的
な「遺言」を認めたものである。それによると譲り金は、八次郎・
八三郎が合計五、○○○両、当年生れの子（五〇〇両）、おえん
（五〇〇両）、おな起（三〇〇両）で、ほかに屋敷・田畑の分与も
ある。おえん以下の譲り金は、五か年の間に請けとることにしてい
る。しかし正徳三年十月晦日に、道祐が八右衛門に宛てた「請取申
手形之事」によれば、八三郎への譲り金（二、五〇〇両）も五年間
で請け取ることにしていたことがわかるが、これについては、はじ
め一、五〇〇両は三年間で約束通りであったが、残り一、○○○両
は、二年から三年に延期している。隠居した道祐は妻と二男以下の
子供とともに分家した形であるが、長子八右衛門への遺産の総額は
不明である。しかし子供たちへの譲り金からも遺産額の大きさが推
測できよう。しかしまた譲り金の延期などは、すでにこの頃、経営
の危機が訪れていたものとも思われる。なお鈴木清風の伝記および
文学活動については、芭蕉・清風歴史資料館編『芭蕉と清風』がく
わしい。鈴木家文書の利用にっいては、尾花沢・鈴木正一郎氏に多
大の便宜をいただいた。末文となったが深く感謝したい。
昭和五十八年十月
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